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「早朝の除草作業」ありがとうございました／

東中学校では、毎年「早朝除草作業」を年2回実施しておりますが、今年度1回目
を、3日（日）の午前7時から行いました。休日の早朝にもかかわらず、131名も
の保護者の方々も参加してくださり、350名の生徒と先生・教育実習生20名（練
習試合や大会引率、出張の先生をのぞきます）をあわせて合計501名で除草、側溝
の泥上げ、花壇整備をしました。刈り取った雑草の重さは、1時間ほどで621kgに
も達しました。お蔭様で校地が見違えるほどキレイになり、子どもたちがさわやかに
学校生活をおくれる環境となりました。本当にありがとうございました。
今回の除草作業は、PTAの厚生委員会が中心となって実施したものですが、これ
以外にも本校PTA委員会の活動の成果が続々結果となって表れておりますのでご紹
介いたします。
一つは、青森県PTA連合会が主催しております「第43回青森県PTA連合会広

報紙コンクール」で、本校の広報委員会が発行しております「広報ひがし」が応募総
数127校の中から、県1位にあたる「推賞」10点に選ばれたことです。大変おめ
でたいことです。もう一つは、ベルマーク委員会が長年コツコツと集めた「ベルマー
ク預金」で、第二理科室にキャビネットを2つ設置できたことです。第二理科室には、
実験用具をしまっておくところがなかったため、ものすごく便利になりました。
上記のいずれも、保護者の皆様の「子どもたちに快適な教育環境を提供したい」と
いう気持ちが形となって表れたものだと感謝しております。それに応えるためにも、
学校も精一杯頑張りたいと思います。今後とも、ご支援よろしくお願いいたします。
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